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 現在，少子化対策として，子育て支援に重点を置いたまちづくりがされており，まちと子どもの関わり

あいを考えることが重要となっている．本研究では，児童の認知空間を取り出し，個人が認知するまちの

形状と空間形状との関係を分析する．最終的には，都市空間における，児童にとって魅力のある空間や成

長に必要である要素を把握することを目的としている．本研究では，認知地図心理的要素と物理的要素の

関係について分析することで，それらが児童の認知空間の歪みに与える影響について考察する．	
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１．はじめに 
	
 

	
 近年，わが国では少子化への対策として子育て支援に

重点を置いたまちづくりがされている．しかし，都市空

間において，子どもの成長の場として重要である公園な

どの遊び場では，ボール遊びなどの遊び行動が禁止され

ていることが多く，子どもたちは自由に遊ぶことのでき

る場所をみつけにくくなっている．	
 

	
 現在のまちづくりは，子育てをする保護者やその支援

者が重視されており，そのまちで育つ子どもが主体とさ

れていない場合も多いと考えられる．これからは，子ど

もたちそれぞれが認知するまちの姿及びその魅力を理解

した上で，子どもとまちとの関わり合いについて考え，

まちづくりを行なっていくことが重要である．	
 

	
 本研究では，児童の認知空間を取り出し，個人それぞ

れが認知するまちの姿と現実空間との関係を分析する．

先行研究1)では，現実空間と認知空間との差異を歪みと

して捉え，歪みを与える要素についての分析を行った．

その結果，認知空間の歪みには距離と角度が存在してお

り，それぞれに影響を与える要素の把握を行った（表-

1）．本研究では，距離の歪みに与える要素として挙げ

られた通学路や描写要素に着目する．空間の歪みを児童

がその空間に対して持つイメージとして捉え，各空間の

イメージの拡大率と自宅や学校からの位置関係に着目し

た分析を行う．	
 

	
 

表−1	
 認知空間に歪みを与える要素	
 

認知空間の歪み	
 

距離	
 通学路，道路勾配，描写要素	
 

角度	
 
道路の緩やかな角度変化	
 
方向の軸となる要素	
 

	
 

	
 

２．研究の目的と方法	
 

	
 

	
 本研究の目的は，児童の認知空間と現実空間との関係

を分析することにより，都市空間における児童にとって

魅力のある空間や成長に必要である空間要素を把握する

ことである．児童の認知空間に歪みを与える要素を，心

理面と物理面それぞれから把握する．	
 

	
 研究方法として，児童の認知空間を把握するためのア

ンケート調査を行い，認知地図を取得した．認知地図に

描写された様々な情報から，認知空間に歪みを与えるも

のについての分析を行う．	
 

	
 通学路や描写要素に着目した分析では，通学路を距離

の基準として，認知空間と現実空間の差異から各空間の

イメージの拡大率を算出する．算出した拡大率と自宅ま

たは学校との位置関係を分析することにより，児童が重

要と感じる空間や認知空間の傾向を把握する．分析によ

り重要と考えられる空間に対して，描写要素を把握する

ことで，児童にとって重要と考えられる空間要素の把握

を行う．距離の計測にはネットワーク距離を用いた．	
 

	
 



	
 

３．対象地	
 

	
 

	
 対象地として，大阪府内のH小学校の校区とその周辺
地域を選定した（図-1）．校区は，２つの町から構成さ

れている．校区範囲の広さは南北に約800ｍ，東西に約

1600ｍであり，他の小学校の校区範囲と比べると狭域な

ものとなっている．これより，校区内の全域を児童全員

が同様に周知しており，アンケート調査により取得した

認知地図において，分析のための有効なデータの割合が

高く，重ね合わせが行いやすい．	
 

	
 

	
 

図−1	
 校区範囲	
 

	
 

	
 対象地の地形は，北西方向から南東へと標高が高くな

る（図-2）．これにより，校区範囲には傾斜地が多く存

在することが把握できる．傾斜地に位置する街路は坂道

となっており，坂道は物理面と心理面の両面の要素とし

て認知空間の歪みに影響を与えると考えられる．そのた

め，坂道と認知空間との関係について把握することが重

要といえる．	
 

	
 

	
 

図−2	
 対象地の地形	
 

	
 

４．アンケート調査	
 

	
 

	
 アンケート調査は児童の認知空間を把握することを目

的に行った．認知空間の外在化には地図描写法を用い，

児童それぞれの認知地図を取得した（図-3）．対象者は，

アンケート調査の内容を理解することができ，また，空

間をユークリッド的に把握し認知空間に構成できる年齢

であることを踏まえ，小学５年生と６年生とした2)〜3)．

アンケートは，自分の住むまちの地図を描いてください

という質問内容のもと，白紙のA３に地図作成を指示し
た．配布用紙を超える範囲を描写した児童に対しては，

用紙の継ぎ足しを行った．調査日程と取得人数について

表−2に示す．	
 

	
 

表−2	
 アンケート調査の概要	
 

	
 調査日程	
 人数	
 

５年生	
 2014年９月19日	
 40	
 

６年生	
 2014年10月26〜29日	
 43	
 

	
 

	
 

図−3	
 取得した認知地図	
 

	
 

	
 

５．イメージの拡大率の算出	
 

	
 

	
 児童から取得した認知地図には，自宅から学校までの

通学路やその周辺といった，日常生活においてよく利用

される範囲が描写されている．また、描写された範囲の

内，特に身近である空間には多くの要素を描写している．	
 

そこで，認知地図と現実空間の各空間が持つ道路の距離

を比較することにより空間の倍率を算出する．それぞれ

空間を認知地図に描写する際には，道路の距離だけでな

くその空間にある要素なども考慮されると考えられる．

そのため，算出した倍率を空間のイメージの拡大率とす

る．	
 

	
 児童から取得した認知地図には，縮尺や方位がないた

め，現実空間との比較を行うためには基準のラインを設
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ける必要がある．本研究では，多くの児童に描写されて

おり，日常の生活において利用頻度が高いことから，そ

れぞれの児童の通学路を基準とした．通学路の全体距離

を100％としたときの，交差点などで分節された各空間

が持つ距離の割合を，認知地図と現実空間のそれぞれで

算出し，それらの比較により空間のイメージの拡大率を

算出する（図-4）．	
 

	
 

	
 

図−4	
 イメージの拡大率の算出方法	
 

	
 

	
 上記の方法により児童の認知空間における各空間のイ

メージの拡大率を算出した（図-5）．値が1.0以上とな

っている空間ではイメージが拡大しており，1.0以下で

は縮小している．図-5では，自宅付近や小学校周辺の空

間が大きく拡大していることがわかる．また，交差点の

横断歩道が高い数値を示している．これは，自宅や学校

といった特に児童を関わりのある空間や，信号のある交

差点など，普段立ち止まって友人と会話を行うような空

間が，通学路全体の中で大きなイメージとして存在して

いることが原因として挙げられる．この児童では，多く

の要素を描写しており，正確に認識していると考えられ

る空間が縮小している傾向がある．これは，その空間を

馴染みの深い場所として正確に認知しているが，イメー

ジとして特別なものとして持っていないことが原因であ

ると考えられる．普段生活する場所の認知空間では，登

校時に友人と待ち合わせを行う場所や放課後によく遊ぶ

公園など，児童にとって特に重要となる空間は，自分の

住むまちのイメージにおいて，他の空間よりも大きく存

在していると考えられる．一方で，生活を行う際に何も

考えずに通過されるような重要視されない空間はイメー

ジが縮小または消滅していると考えられる．	
 

	
 このように，普段生活を行う場所の認知地図を作成す

る際には，それぞれの空間に対するイメージやそこでの

日常の行動が大きく影響される．このように，児童の日

常生活での行動や感覚が認知地図に現れていると考えら

れる．また，自宅や小学校周辺の空間が拡大しているこ

とから，それぞれの場所と各空間の位置が関係している

と考えられる．	
 

	
 

	
 

図−5	
 算出結果	
 

	
 

	
 

６．イメージの拡大率と位置との関係の把握	
 

	
 

(1)空間の位置の把握	
 

	
 空間のイメージの拡大率と，それらの位置の関係を把

握するため，各空間と自宅または学校からの距離を計測

する．距離の計測には，２地点間の直線距離であるユー

クリッド距離ではなく，２地点間をつなぐ道路距離であ

る，ネットワーク距離を用いる．これを用いることによ

り，児童の認知空間を日常生活を考慮した，より詳細な

分析を行うことが可能であると考える．本研究では，空

間の位置を，通学路の内・外の大きく２つに分類する．

通学路外は，自宅側(A)と学校側(G)に分類する．通学路

内は自宅・学校にそれぞれ接する自宅前(B)・学校前(F)

の他に，ネットワーク距離を基に自宅側(C)・中央付近

(D)・学校側(E)の３分割を行い，合計７つのタイプに分

類した．	
 

	
 認知地図は道路が網目状に描写されているため，通学

路の内・外を判断するためには基準を設ける必要がある．

そこで，自宅と学校から各空間のそれぞれの最短経路距

離が，通学路の最短経路距離を超えない場合には，通学

路内とし，それ以外を通学路外とした（図-6）．	
 

	
 



	
 

	
 

図−6	
 通学路の内・外の判断	
 

	
 

(2)イメージの拡大率と位置との関係	
 

	
 上記で分類した各空間の位置と，イメージの拡大率と

の関係を把握した（図-7）．また，分類ごとに平均値・

中央値および，拡大・縮小した空間の個数をまとめたも

のを表-3に示す．表-3において，平均値と中央値に差異

がみられる．これは，現実空間では短い距離の横断歩道

などが，認知地図では極端に大きく表現されることが原

因である．これより，分類した各空間の特徴の把握には，

中央値を用いる．	
 

	
 

	
 

図−7	
 イメージの拡大率と位置との関係	
 

	
 

表−3	
 分類ごとの結果	
 

分類	
 位置	
 平均値	
 中央値	
 1.0以上	
 1.0以下	
 

A	
 通学路街	
 自宅側	
 0.964	
 0.816	
 14	
 26	
 

B	
 自宅前	
 1.341	
 1.292	
 13	
 7	
 

C	
 通学路内	
 自宅側	
 1.160	
 1.031	
 40	
 37	
 

D	
 中央付近	
 1.128	
 0.961	
 52	
 62	
 

E	
 通学路内	
 学校側	
 1.321	
 1.130	
 24	
 15	
 

F	
 学校前	
 1.473	
 0.936	
 13	
 15	
 

G	
 通学路街	
 学校側	
 0.769	
 0.753	
 5	
 33	
 

	
 

	
 結果より，自宅前の空間では，拡大して描写（表-3の

1.0以上）された空間は,縮小したもの（1.0以下）の約

２倍存在しており，中央値が1.29倍となっていることか

ら，児童の認知空間において,大きくイメージされてい

ることがわかる．しかし，日常生活において自宅前と同

様に利用される学校前の空間では，中央値が0.94と1.0

に近い値になっており，縮小して描写された空間と拡大

されたものが同程度存在していることがわかる．このこ

とから，認知空間での学校のイメージを大きく持つ児童

と小さく持つ児童の両方が存在していることが把握でき

る．	
 

	
 通学路外の空間では，自宅側・学校側共に中央値が

1.0以下となっている．これより，認知空間のイメージ

が縮小される傾向があることが把握できる．特に学校側

では，縮小された空間が拡大された空間の6.6倍存在し

ており，その傾向が大きいことがわかる．よって，児童

の認知空間において自宅から通学路を超えた空間に対し

ては，イメージにおける距離が小さくなり，重要でない

場所として捉える傾向が読みとれる．	
 

	
 通学路内の空間において，自宅側と中央付近の空間で

は，中央値が1.0に近い値となっており，縮小して描写

された空間と拡大されたものに大きな差が見られなかっ

た．しかし，学校側の空間では，中央値が1.13と拡大傾

向にあり，拡大して描写された空間が多く存在している

ことが把握できる．これは，通学路内にある店舗など，

児童にとって認知されやすい要素が，その空間に存在し

ていることが原因として考えられる．その要素を把握す

ることで，都市空間において児童に重要とされる要素の

把握が可能であると考えられる．	
 

	
 

	
 

７．おわりに	
 

	
 

	
 本研究では，空間の歪みを児童がその空間に対して持

つイメージとして捉え，通学路に着目した空間のイメー

ジの拡大率の算出により，都市空間における児童にとっ

て重要な空間の把握を行った．また、拡大率と位置との

関係を把握したことにより，児童の認知空間の特徴につ

いて把握することができた．	
 

	
 今後の展開としては，イメージを拡大させた要素や要

因について着目し，それらと認知空間の関係について把

握していく．また，他の対象地との比較を行い，それぞ

れの地域での特徴について把握する．	
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